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スポーツを通じた
難民支援

「難民かけはしプロジェクト」の幹部メンバー。左から総務の川畑
さん、共同代表の金井さん、周防さん、マスコミ担当の宮鍋さん

プロジェクトメンバーが集まり、打ち合わせを重ねる

難民問題に関心をもつ学生の発案でスタートし、国連
UNHCR協会の公認企画として実施されている「難民
かけはしプロジェクト～学生によるマラソン難民支援～」。
今回はこのプロジェクトの幹部メンバーである学生４名に、
その意図とプロジェクトの詳細について話を聞きました。

　
「
難
民
か
け
は
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
は
、難

民
と
い
う
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
つ
学
生
と

難
民
問
題
に
問
題
意
識
を
も
つ
学
生
が
、と
も

に
東
京
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
６
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
ン

ナ
ー
制
度
を
利
用
し
て
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
に

挑
戦
す
る
試
み
で
す
。
そ
の
過
程
で
、当
事
者

の
声
や
人
柄
・
生
き
方
を
紹
介
し
、日
本
の
多

く
の
人
に
難
民
の
存
在
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
、ま
た
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
を
通

し
て
難
民
支
援
活
動
へ
の
寄
付
や
支
援
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
案
の
き
っ
か
け
は
、国
連

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
協
会
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し

て
い
た
周
防
佳
汀
子
さ
ん（
東
京
大
学
３
年

生
）が
、東
京
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５
で
同
協
会
の

当
日
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
こ
と
。

同
じ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
友
人
の
金

井
健
司
さ
ん（
東
京
大
学
３
年
生
）が
、大
会
後

「
自
分
の
好
き
な
マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
て
社
会
貢

献
し
た
い
。
難
民
学
生
と
一
般
学
生
が
一
緒
に

走
る
こ
と
で
、東
京
マ
ラ
ソ
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
を

盛
り
上
げ
よ
う
」と
考
え
ま
し
た
。
同
じ
イ
ン

タ
ー
ン
だ
っ
た
山
崎
功
乃
祐
さ
ん（
早
稲
田
大

学
２
年
生
）も
加
わ
り「
難
民
か
け
は
し
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
始
動
。
３
人
で
始
ま
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
、現
在
は
約
40
人
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、東
京
マ
ラ
ソ

東
京
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
6
を

難
民
学
生
と
一
緒
に
走
ろ
う



ン
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
出
走
す

る
た
め
に
必
要
な
寄
付（
ラ
ン
ナ
ー
１
人
に
つ

き
10
万
円
以
上
）を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ（
注
）で
集
め
ま
す
。
集
め
ら
れ
た
寄
付
金

は
、住
む
場
所
を
失
っ
た
難
民
の
た
め
の
テ
ン

ト
の
購
入
資
金
等
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

（
注
）ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
立
案
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
不
特
定
多
数

の
人
か
ら
資
金
や
協
力
を
募
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

　

メ
ン
バ
ー
は
寄
付
金
集
め
と
難
民
支
援
へ
の

関
心
を
高
め
る
た
め
に
S
N
S
で
の
広
報
、講

演
会
、マ
ス
コ
ミ
へ
の
協
力
要
請
な
ど
、さ
ま
ざ

合
同
練
習
、広
報
活
動
を
通
し

学
生
同
士
の
理
解
も
深
ま
る

時間をつくっては練習を重ねるメンバーたち

ま
な
活
動
を
行
い
、現
在
７
人
の
学
生
が
チ
ャ

リ
テ
ィ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
難
民
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
つ

学
生
は
、東
京
の
大
学
に
通
う
ジ
ャ
フ
ァ
ル
さ

ん
、関
西
の
大
学
に
通
う
シ
ャ
ン
カ
イ
さ
ん
と

ア
ン
さ
ん
の
３
人
で
す
。「
難
民
か
け
は
し
ラ
ン

ナ
ー
」は
月
２
回
の
練
習
会
に
参
加
し
た
り
、

自
主
練
習
を
行
っ
た
り
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
完
走

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ

ン
バ
ー
は
週
1
回
集
ま
っ
て
、広
報
の
話
し
合

い
と
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

金
井
さ
ん
は「
難
民
と
い
う
と
、か
わ
い
そ

う
な
人
を
助
け
て
あ
げ
る
と
い
う
視
点
に
な

り
が
ち
で
す
が
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
と
い
う
同
じ
目
的
に
向
か
っ

て
学
生
同
士
が
助
け
合
う
関
係
が
作
れ
る
の

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
練
習
す
る
こ
と

で
、難
民
の
人
た
ち
が
と
て
も
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
語
り
、周
防
さ

ん
は「
東
京
マ
ラ
ソ
ン
は
、お
祭
り
の
よ
う
な
楽

し
い
雰
囲
気
が
魅
力
。
そ
う
い
う
明
る
い
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
の
中
で
、同
じ
ラ
ン
ナ
ー
、同
じ

人
間
で
あ
る
難
民
に
つ
い
て
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
す
。

　

2
月
28
日
に
開
催
さ
れ
る
東
京
マ
ラ
ソ
ン

2
0
1
6
で
は
、「
難
民
か
け
は
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
T
シ
ャ
ツ
を
着
た
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が

さ
っ
そ
う
と
走
る
姿
が
見
ら
れ
る
は
ず
。
ぜ
ひ

応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
はh

t
t
p
:
//

n
anm

in
-k
a
k
e
h
a
s
h
i.n
e
t
/

へ
。

　「難民かけはしプロジェクト」の呼びかけに応え、東京

マラソン2016に出場することになったアンさん。ご

両親はベトナム人で、アンさん自身は日本生まれの難民

２世です。出場を希望した理由を尋ねると「お世話に

なった皆さんに、がんばって生きる姿を見てもらうこと

で少しでも恩返しがしたい。日本の皆さんには、日本に

住む難民に興味をもってもらいたい。私と同じ境遇の子

どもたちには、努力は必ず報われることを伝え、勇気と元

気をもつことの大切さを訴えたい」と答えてくれました。

　アンさんに会ったプロジェクトメンバーの宮鍋誠さ

ん（早稲田大学２年生）は、「最初は僕らと同じふつうの

学生だな、と拍子抜けするような印象でした。しかし、

話を聞くうちに多くの苦労があり、努力を重ねてきたこ

とがわかり、アンさんをはじめとする難民の人たちの存

在がとても身近に感じられるようになりました」と話し、

川畑真帆さん（東京大学３年生）は「実際にアンさんと

会って、難民問題が他人事ではなく『自分事』になりまし

た。そんなふうに、皆が難民問題を自分の事と感じてく

れるような情報発信をしていきたい」と言います。

　「今は応援してもらうばかりだけど、今後は自立して、

お世話になった人たちに恩返しをしたいし、難民として

苦労している人のために役に立ちたい」と話すアンさん。

熱い思いを胸に、初マラソンに挑戦します。

難民となり日本へ来た子どもたちへ勉強を教えるアンさん

同じ境遇の子どもたちに
勇気と元気をもってほしい

国連UNHCR協会は、東京マラソン2016チャリティ事業の寄付先団体です。


